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令和６年４月羽島市教育委員会定例会会議録

令和６年４月２４日、令和６年４月羽島市教育委員会定例会を羽島市役所本庁舎４

階第一委員会室において開いた。

議事日程

日程第１ 会議録署名委員の指名について

日程第２ 報第 ８号 羽島市教育委員会の後援等承認の報告について

日程第３ 議第１６号 羽島市立学校体育施設の開放に関する条例施行規則の一

部を改正する規則について

日程第４ ※報第 ７号 令和６年度要保護及び準要保護児童生徒の認定等の報告

について

日程第５ ※議第１７号 羽島市学校結核対策委員会委員の委嘱について

日程第６ ※議第１８号 羽島市教育支援委員会委員の委嘱について

日程第７ ※議第１９号 羽島市特別支援教育連携協議会委員の委嘱について

日程第８ ※議第２０号 羽島市学校給食センター運営委員会委員の委嘱について

日程第９ ※議第２１号 羽島市学校給食用物資選定委員会委員の委嘱及び任命に

ついて

日程第１０※議第２２号 羽島市教育支援センター運営委員会委員の委嘱について

日程第１１※議第２３号 羽島市新しい時代の学校構想検討委員会委員の委嘱につ

いて

日程第１２※議第２５号 羽島市立学校における学校運営協議会委員の委嘱につい

て

日程第１３※議第２４号 令和６年度岐阜県教科用図書岐阜地区採択協議会の設置

について

日程第１４ その他

１ 各課の事業進捗状況

（※印は秘密会で開催）

本日の会議に付した議事

議事日程に同じ

出席者

教育長（議長） 森 嘉 長

教育委員 黒 田 淳

教育委員 今 枝 甫

教育委員 春 日 民 奈

教育委員 今井田 裕 子

説明のため出席した職員の職氏名

事務局長 不 破 勝 秀

事務局次長兼教育政策課長 小 川 隆 正

事務局次長兼施設担当課長 稲 葉 佳 樹

事務局次長兼学校教育課長



兼教育支援センター長 高 橋 浩 之

西部幼稚園長 安 藤 賢 治

北部学校給食センター所長 竹 内 弘 明

南部学校給食センター所長 亀 山 佳 枝

市民協働部次長兼生涯学習課長 岩 田 睦 巳

図書館長 番 重 宗

スポーツ推進課長補佐 大 下 洋 司

午後１時３０分開議

日 程 発言者 発 言 の 要 旨

教育長挨拶 教育長 ・ 新年度が始まり１ヶ月近く経ったが、市内学校・幼稚園

は順調に動き出している。

４月１日現在の市内小中学校の児童生徒数は５,１７６

人で、平成３０年度より４５７人減少しており、これは概

ね中学校１校分に該当する。

新しい時代の学校構想検討委員会でも話題となったが、

今後も少子化の傾向は続き、特に北部南部で顕著であるこ

とから、これからの教育制度や学校配置についても保護者

や地域の方々、子どもたちとともに考えていく必要がある

と思う。

・ 今年は市制７０周年であり様々な記念事業が行われる。

児童生徒に関わる事業としては、中学生による各校区紹介

動画の作成事業等が行われる。

開 会 議長 出席委員が定足数に達していることから令和６年４月羽

島市教育委員会定例会の開会を宣言する。

報第７号、議第１７号から議第２５号までについて秘密会

としたい旨述べ、委員の発言を求める。（各委員から異議な

しの声あり。）

異議がないので、報第７号、議第１７号から議第２５号ま

でについて秘密会とすることが承認された旨述べる。

日程第１ 議長 本日の会議録署名委員に今枝委員を指名する。

日程第２ 議長 報第８号を議題とする旨述べ、説明を求める。

【説明】 以下の後援事業の申請者、目的、事業開催内容等を説明す

る。

【教育政策課長】

（第５１回市民いけ花芸術祭）

【学校教育課長】

（はたらくってなーに？おみせやさんごっこ）

議長 委員の発言を求める。

発言がないので日程第２ 報第８号の報告を終える旨述

べる。

日程第３ 議長 議第１６号を議題とする旨述べ、説明を求める。

【説明】 【教育政策課長】



・ 規則に規定されている様式と実際に使用されている様

式の間に齟齬があったため、改正案を羽島市長に提出す

るものである。

議長 委員の発言を求める。

発言がないので日程第３ 議第１６号は原案のとおり可

決された旨述べる。

日程第４ 議長 報第７号を議題とし、秘密会で行う旨述べる。（以下日程

第４から第１３までは秘密会）

日程第５ 議長 議第１７号を議題とする旨述べる。

日程第６ 議長 議第１８号を議題とする旨述べる。

日程第７ 議長 議第１９号を議題とする旨述べる。

日程第８ 議長 議第２０号を議題とする旨述べる。

日程第９ 議長 議第２１号を議題とする旨述べる。

日程第１０ 議長 議第２２号を議題とする旨述べる。

日程第１１ 議長 議第２３号を議題とする旨述べる。

日程第１２ 議長 議第２５号を議題とする旨述べる。

日程第１３ 議長 議第２４号を議題とする旨述べる。

日程第１４ 議長 秘密会を解く。

各課の事業進捗状況の説明を求める。

【説明】 【教育政策課長、同課施設担当課長】

 ⑴ 新しい時代の学校構想検討委員会について

第７回を５月２１日に開催予定であり、新たな学校像

についてご審議いただく予定である、

 ⑵ 中島小学校の校舎耐力度調査について

今年度中島小学校の校舎の耐力度調査を行う。中島小

学校の校舎の中央から東部分の校舎については昭和３

４年の建築後６５年が経過しているが、羽島市学校施設

長寿命化計画においてこの校舎の目標使用年数が７０

年とされていることから、令和１１年にはその目標使用

年数に到達することになる。

それに先立ち耐力度調査により、建物の構造・健全

度・立地条件の３項目について総合的に調査し、建物の

老朽度の評価を行う予定である。

この調査結果や、新しい時代の学校構想での協議結果

等を踏まえ、今後の施設のあり方や方向性を定めていく

予定である。

【学校教育課長】

 ⑴ いじめの状況について

令和５年度に報告があった事例は、児童６９件、生徒

１２件の合計８１件である。

 ⑵ 不登校の状況について 

小学校・中学校合計で２０１人が３０日以上欠席して

おり、不登校・不登校傾向にある。



 ⑶ 交通事故・学校事故の状況について 

交通事故は、５件であった。

１件は救急搬送であったが、大事には至らなかった。

いずれも自転車乗車中の事故であり、新学期を迎え子

どもたちの気持ちが昂っているのか不注意による事故

であった。

学校事故は、０件であった。

４月１７日に軽度の熱中症の事案があった。中学生で

あり、３時間目に体育の授業の簡易的な運動の後、４時

間目に頭痛がし、給食を食べたあと、救急外来を受診。

帰宅後には病状は回復し、翌朝は登校した。

議長 委員の発言を求める。

【今枝委員】

 ⑴ 小学校でいじめが昨年度比で２３件増加している。こ

の増加に関する分析があるか。

（事務局）

・ 件数は被害者１人につき１件とカウントされる

が、加害者が複数人にいじめを行ったことから、件

数が増えたと思われる。

これについては、定義上いじめと分類されるが、

実態は悪口や軽いトラブルである。とはいえ、もっ

と重大な事案になり得る可能性もあるので、重大な

事案と同様に緊張感を持って対応している。

増加傾向にあった学校に対しては、教育委員会の

職員の参観を何度か行ったり、全校集会等の節目の

行事にも参加したところ、夏までは件数が多かった

が先生や子どもたちの頑張りによって秋には件数

が減った。

また、子どもたちが大人びてきているのか、従来

は中学生で多かったいじめの類型が小学校高学年

に多く表れており、低年齢化してきているように感

じる。他に、子ども達が外で遊ぶことが減っており、

エネルギーが余って、他人にぶつけてしまっている

のではないかとも感じる。

 ⑵ 謝罪したら終わりというのではなく、加害者も被害者

も継続的なフォローをしていく必要があるのではない

か。特に少子化の影響でクラス替えができなくなると被

害者と加害者の関係が継続しないか、一つの課題として

とらえていかないといけないと思う。

（事務局）

・ 被害者に寄り添うことは従前より手厚く行ってい

るところである。

加害者も同様に、心に悩みを持っていたり、家庭



状況で不安を抱えていたりすることがあるので、加

害者に対しても寄り添いが必要であるという考えの

もと、同様に支援をしている。

【黒田委員】

・ 令和５年度の小学生の不登校について、不登校（３０

日以上休んだ者）が５５名で、総数（不登校・病気・そ

の他の理由で３０日以上休んだ者）が１２２名と、不登

校の倍ぐらいいる。何か特別な理由はあるのか。

（事務局）

・ コロナを契機に学校を休むことに対して抵抗がな

くなり、無理して学校へ行く必要はないといった子

どもや家庭が増えた印象である。それをもって不登

校の総数に算入されるというのは若干違和感があ

るが、算定方法の都合上仕方ない面もある。

【今井田委員】

・ 羽島市の子どもの体力等に関する資料を見たが、身長、

体重、体力や運動能力全部が県平均を下回っている。強

い心も大事だが、体がしっかりしてないと心も強くなれ

ないと思うので、教育委員会の指導のもとで、体作りを

各学校で取り組んでもらいたい。

（事務局）

・ 体育主任会という小学校の体育主任だけが集まる

会があるが、本年度より中学校の体育主任も集め、

学校教育課職員の指導の下、体作りについて指導し

ている。また、一昨年度までは、チャレンジスポー

ツｉｎギフの参加率が低かったため、昨年度呼びか

けて１３校中１０校の参加となった。

【春日委員】

・ 今は夏が非常に暑く、休み時間に外遊びができないこ

とが多いので、例えば休み時間に教室の机を移動させた

りして、少しでも体を動かせる涼しい場所を確保できた

らいいと思う。

スポーツを通してエネルギーを発散させることがで

きる、一生懸命打ち込めることで何か見つけられる、そ

ういう機会が、体を動かすことで、できるといいと感じ

た。

（事務局）

・ 貴重なご意見に感謝する

【説明】 【西部幼稚園長】

・ 本年度は園児３４名でスタートした。

【南・北学校給食センター所長】

特になし。

【生涯学習課長】



 ⑴ 青少年育成推進委員研修会（４月１１日） 

２４名の委員と行った。

 ⑵ 放課後子ども教室 

今年度も市内全校区で開室予定である。

 ⑶ 不二竹鼻町屋ギャラリー 

２０日より所蔵品展「静かなるものとの対話」を開催

中である。

【図書館長】

特になし。

【スポーツ推進課長】

 ⑴ 学校体育施設開放連絡会（４月１８日） 

羽島市立学校体育施設開放連絡会連絡員7人の委嘱を

行った。

 ⑵ ねんりんピック実行委員会総会（５月２０日） 

令和７年度になるが、第３７回全国健康福祉祭岐阜大

会（ねんりんピック岐阜２０２５）が開催される。羽島

市では福寿スポーツパーク、多目的広場でゲートボール

競技を行うために実行委員会を設置することになる。

令和６年度は１０月３０日にプレ大会を行い、令和７

年度の１０月１８日から２０日まで本大会の開催を予

定している。

 ⑶ 羽島市ミナレクデー（５月２９日） 

昨年度まではチャレンジデーを行っていたが、今年度

からはミナレクデーとして、県のレクリエーション協会

の主催で行われることとなった。

チャレンジデーは１５分以上の運動を行う必要があ

ったが、ミナレクデーはレク活動（楽しいこと）であれ

ばなんでも対象になる。具体的には、スポーツに加え、

将棋、ｅスポーツ、ボードゲーム等も対象となる。

【事務局長】

特になし。

議長 委員の発言を求める。（特になし）

閉会 議長 以上で本日の議事日程は全て終了したので、令和６年４月

羽島市教育委員会定例会の閉会を宣言する。



午後３時３０分 閉会

上記会議の大要を記載して、その相違ないことを証するためここに署名する。

令和６年４月２４日

教育長 森 嘉 長

委 員 今 枝 甫


